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東京都においては、歴史的意義と文化的景観を有する神宮外苑の 

樹木をはじめとした環境を守ってください 

明治神宮は「森厳荘重」を旨とする「内苑」と「公衆の優遊」を旨とする「外苑」を合わ

せ持ちます。今回の都市計画の対象となる「外苑」は全国および海外からの献金と、54 種

3,190 本にのぼる献木によって造営されました。献木の一本一本にはそれぞれに献木を行っ

た人たちの思いが込められています。竣工した大正 15 年には日本における最初の風致地区     

「東京都都市計画・明治神宮風致地区」として指定され（内務省告示 134号）、その美観、景

観は世紀を超えて継承されている「珠玉の歴史的環境遺産」です。 

 このたび決定告示された「神宮外苑地区計画」について、今後の事業詳細計画や事業遂行

にあたっては、神宮外苑の価値と、そこに込められてきた人々の思いを破壊することなく次

世代へ継承できるよう慎重な対応を求めます。 明治神宮外苑が日本の近代を代表し、国際

社会に誇る「公共性・公益性の高い文化的・歴史的資産」であることを踏まえて、樹木をは

じめとした環境を守ってください。神宮外苑の再開発については、全国から注目され、疑問

の声が寄せられています。このことを真摯に受け止めて精査な調査、検証を行い、都民、国

民に対しては、より十分な説明を行ったうえで、再開発事業を検討してください。 
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